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AStudyoftheSouthIsland'sMyths
TheEpicofAncestorGodsandtheOralTradition
intheHamletofKARIMATA
NagayukiIKOMA
Ihaveinvestigatedthefestivals,analyzedandmadearecordoftheepicsofancestorgodsandthe
mythswhichhavebeensunginthesouthislandforalongtime.Inthisstudy,particularly,Ihaveexa一
minedthemythsandtheoraltraditionofthefest量valsinKARIMATA,whichisatthenorthendof
MIYAKOisland.TheaimofthisstudywillbetoexplainancientJapaneseliteraryexpressionsand
theirorigins.
TherearetwogreatfestivalsinKARIMATA.The倉rstisUYAGAN-MATSURI,thewinterfes一
ovalforKARIMATA'sancestors;thesecondisNATSU・POUZU,thesummerharvestfestival.The
twofestivalshavecorrespondingstructure:.Inparticular,weneedrecordsoftheUYAGAN-MAT一
SURI,becauseIbelievethattheymaynotbeabletocontinuetoperformtheUYAGAN-MATSURIif
thefemalegodtraditiondiesout.Inthisfestivalthepeoplesingthe`FUSA'一areligiousmyth,三nside
the`UTAKI'一一asacredplace.A`FUSA'isaverysacredsongswhichissungwhenthepeopleasks
thegoddessforsomethingandreceivesareply.Howeverwestilldon'texactlyk!10wwhythelongep一
icscalled`thesevenFUSA'and`thethirteenFUSA',forexample,aresungintheUYAGAN-MAT一
SURIandwhattheytellusabouttheancestors.
Intheotherfestiva',NATSU-POUZU,oldmenwhowoeshipthegods,drinksacredricewine
「
andfortwohourssingingthelongepicstory'UYAGAN-NO-NIRI'whichcontainsthemythsandoral
historicaltalesofKARIMATA.Ithinkthe`UYAGAN-NO-NIRI'isanancientmythswhichremains
alivetoday.Thislinguisticmateria璽,whichmakestheexpressionsoftheancientJapaneaeepicoraltra一
ditionanditsstructure:clear,stillsurvive:.
Frommyextensive且eldworkillKARIMATA,Icanseethecomplexrelationshipbetweenthe
sacredepicsandmythsofthesummerandwinterfestivals,andthestructureofKARIMATA'ssocie一
tyandreligion.TheygrewupfromtheparticularworldviewofKARIMATA,Ibelievetheywere
reflectedintheparticularsacredplacesandborderconsciousness.Becauseofthisworldview,wecan
lookatKARIMATA'soraltraditionandotherancientJapanesereligionstraditionincomparativeper一
spective.Thisisthemostfruitfulresultofmyreseach.
「
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《個人研究》
南 島歌 謡 論 狩俣 ・志立元の叙事伝承
居 駒 永 幸
1志 立元の神話 テキス ト
ここに,村 の起源を語る 口承の神話 テキス トがあ る。その神話 とは,南 西諸島の宮古島の北端,西
平安名岬のつけ根に位置する狩俣という集落にいまも伝わる村立て神話である。この神話を聞いたの
は,1989年から年 に2・3回 は通 ってきた宮古島でのフィール ドワークにおいてであ った。神が村立
てを した狩俣では,石 垣の道を神々が歩 き,神 話の中に人 々の生活があることを知 らされる。
狩俣 では,古 くからウヤガン(祖 神)祭 りという秘儀が行われてきた。 この村落を創始 した祖霊神
がいま も神女たちによって祀 られ,演 ぜられるのである。 ウヤガンを祀 る拝所 はム トウ(元)と 呼ば
れ,村 人はユーム トゥ(四 元〉の氏子 となって共同体の祭祀を行って きた。その中心がウプグフム ト
ウ(大 城元)で,ア サテ ィダ(父 天天)・ ウマティダ(母 天太)の 太陽神 とその子を祀 っている。第
二の拝所がナーマム トゥ(仲 間元)で,リ ュウグヌス(龍 宮主)な どの航海の守護神を祭神 とする。
第三の拝所をシダティム トウ(志立元)と いう。ここにはユーヌヌス(世 の主,穀 物の神)と その妹
が祀 られている。 その兄妹は夫婦 となったため久米島か ら追放 され,狩 俣にた どり着いて村 を創始 し
た と伝えられている。第四のナー ミム トゥ(沖積元)'には,兄 妹神に随行 した子守 り姉が ミズヌヌス
(水の主,水 の神)と して祀 られている。
狩俣の村落祭祀 を代表する四元には,そ れぞれ起源神話が伝え られているが,特 にここでとり上げ
るのは志立元の叙事伝承である。志立元の創始を語るユーヌヌス神話は,本永清氏による採集(谷川
健一編 『日本の神 々13・南西諸島』に採録,こ れを本永採集テキス トとす る)や その他報告 されて
いるいくつかりテキス トがあり,穀物起源の要素を含む漂着型の兄妹始祖神話としてよく知られてい
る。 しか し,い ま手元にあるユーヌヌス神話は,祖 神祭でユーヌヌスの ッカサ(司 〉をつ とめたこと
のある久貝キ ヨさん(大 正10年生 まれ)が 語るもので,本 永採集テキス トとはかな り異なった要素
を もっている。それはいま も畑作 とその祭祀に深 く結びついている神話 として語 られるのである。現
在の生産生活から紡 ぎだされて くる神話の言葉が,そ こにはある。 一
さて,志 立元の村 立ては,こ の ような神話 とは別に,タ ー ビ という神歌において も伝 えられてい
る。 ター ビとは神を崇べるという意の 「崇べ」か ら生 まれた言葉で,狩 俣ではフサ とともに村落祭祀
におけるもっとも神聖な神祭 りの歌謡に分類される。四元では夏プーズ(豊 年祭)の 際にそれぞれタ
ービがよまれる(狩 俣の神女たちはター ビやフサを 「よむ」 とい う)が ,志 立元ではユーヌヌス神に
よる村立てが 「舟 んだ き司の タービ」 という神歌でよまれるのである。 また,こ のター ビはほぼ同様
一3一
278
の内容の ものが仲嶺元 にもあ る。 その2種 類のター ビはr南 島歌謡大成 ・宮古篇』に採録されてい
るが,こ れ よりも長大な もう一つの 「フナンダキッカサ」のタービが本永氏によって 『平良市史』第
七巻 ・資料編5(民 俗 ・歌謡)に 採録されてお り,全部で3種 類のテキス トを見 るこ とがで きる。
こうした神歌のテキス トが3種 類も存在すること自体,村落共同体の祭祀とその叙事伝承を考え
る上で重要な問題を提起 しているのだが,特 に注 目 したいのは これらの神歌 とユーヌヌス神話 との関
係である。そこで,'神歌のター ビと口承の神話を中心 として,志 立元の創始にかかわる叙事伝承を比
較 し分析す ることに したい。 このような叙事伝承を支 えている構造を見出すことによって,日 本古代
の叙事表現や世界観を相対化 しうるのではないか と考えているからであるC
2久 貝テキス トの生成
久貝キヨさんが語るユーヌヌス神話は次のような ものである。
この話はタービでおばあたちがよむけ ど,兄 妹同志が夫婦にな ったって。そ したら親が,兄 妹
が夫婦になったものだから,勘 当 したって よ。あんたなんか,こ っちなんかおらんで,島 流 しに
す るといって,船 を用意 して作物もみんな。だけ ど,お父 さんはあげなか ったけ ど,お母 さんが
粟 も麦 も米 も葱 も,ま たニンニクも トウガラシも,ま た もうひ とつはクソマ イ,そ れでい くつか
の ものを小さい袋を縫 って,着 物の裾に包んで行かせたって。物に入れた ら,お:父さんがそれを
見て,き つかったわけだね,親 はそ うだか らね。お母 さんは思いや りがあ って,ど こかに行 った
ら,こ れを種をまいて食べ られるか ら,着 いた ところでやって食べなさい といって,着 物 の裾に
みんな この ぐらいずつ包んで持たせたって。箱詰めをや らんで,自 分で持 って きたって よ。大神
か ら行って,大 神に行った ら,あんま り島が小 さ くて,水 が塩 からいから使えないっていって,
狩俣にいらっしゃったって。狩俣にいらっ しゃってか ら,南 の方に着いたみたい。ずつ一 と廻っ
てね。あれから上にあがっていらっ しゃってか ら,水 がある ところを求めなければな らないか ら
ね,ず つ一 とあっちに井戸があるで しょう。あ っちに最初求めたんだけ ど,な んか草のぼ うぼ う
生 えた ところに,ハ トが入った り出た りす るもんだか ら,あ んなハ トが,鳥 があがった りさがっ
た りするところに水がある というものだから,行 った らね,あ ったけ ど水が少なかった ってよ。
水は甘かったけ ど,少 なかったって。これをそのままに して北 にあがって きて,そ れで上 へあが
ってきた ら,門 の ところに井戸があって,カ ラスが濡れてあがってきたってよ。 こっちには水が
いっぱいあった もんだから,こ こで求めた方がいいといって,井 戸 に した って。水がある もんだ
か ら,こ れか らは,南 の水 よりかはすこしはか らかったけ ど,や っぱ りあ っちをぱ飲み水 に して
こっちを使い水に した って。だか らあっちをばアマガー とい うよ。水が甘いか らアマガー。 こっ
ちはズーガー といって,水 がいっぱいあるあるもんだか ら,名 前を変えてズ「ガー と名前 を付け
たって よ。で も区別 しない とどっちが甘い水か分からんか ら,こ うしたって。それからあがって
きて,子 守 りもつれてきた もんだから,子 守 りまでも頼んであったもんだから,子 守 りもつれて
行けってつれてきたから,ナ ー ミム トゥ(仲 嶺元)に 行って,ミ ズヌヌス神様を置いてから,自 .
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分なんか夫婦同伴 して,こ っちにきて,東 の小 さい長い畑に最初は入 ったけど,・土地が狭い もん
だ か ら,そ れ じゃ こん なん じゃい け ない とい って,東 に移 った って,ナ ー ミム トゥも。 だ か ら,
あ っちは両方 とも神様の畑 さ,財 産 さ。こっちの うちなんかの畑 にきて,う ちなんかの屋敷 に入
ってからさ,一 応 は小さい小屋 を作って,こ っちの屋敷が狭い もんだから,東 の家に移 ろうとい
って,神 様が降 りた大 きい石 があるの よね,あ れに座 っておって,夫 婦 とも相談 したって。あれ
はちゃん と して平た くして置いたけ ど,今 の家 を作 る時,間 を もう少 し広 くした らよか ったの
に,狭 いもん だか ら,入 らんか ら立た した。 それが奥の方 にあ ったけ ど,位 置が違 うもんだか
ら,前 に寄せて立 た した。少 し北の方がゆるいから,お い とったよ。だけ ど,これがいまの とこ
うに入 らんか ら立た した。あ っちで新居 してか ら,東 の家に移 ったって。行 ったら,あ っちでも
おばあの役,お じいのつ とめる ところがあるから,北 はおばあの家,南 はお じいの一軒家を作 っ
た って。あ っちには大 きい畑があるの よね。あっちではカンジャー(鍛 冶屋)も する し,鍛冶屋
もあったみたいよ。鉄が畑にあった もん。誰 とな しに畑 を財産にはで きないか ら,作物 をうちな
んかにさせ とるさ,お じいなんかがや ったわけ。その畑,誰 とな しにで きないわけ。主はないけ
ど,う ちなんかの ところは神様の財産だか ら,神 様の区域 だか ら,う ちなんかにや りなさい とい
ってや ってるわけよ。 あっちが神様の畑だから,つ くった作物,い ろんなもの を作 るからね,賃
金 とい うた ら,神 様 に払 うという意味かな,そ れをおばあなんかの行事のたんびに,う ちなんか
の ところに きて トー トイ(願い事)するの よ,神 様に。いついつの行事 といって,卜 一 トイ して,
うちの敷地 にきておばあなんかが トー トイするさ,二 人 とも。畑の財産 を使わせてあげる とい う
わけさね。少 しつ まみ を作 っておばあたちにあげてそれをやるの。やっぱ り最初 にやった畑で,
最初に入った ところだから,た だではすまさ:れぬみたい。それは うちなんかの畑 よ,遠 見の下。
作物 をつ くった最初だか ら,シ ダテ ィム トウ(志 立元)を ユーヌヌスカソ とい うわけ。ナーミム
トゥは子守 り姉を置いた ものだか ら,ミ ズヌヌス神様 に したわけ。そんなに して,狩 俣の村のは
じま りで,作 物 を つ くって ユー ヌ ヌス カ ンを信 じて,や ったみ たい。
まず,こ の口承のユーヌヌス神話の生成について説 明 してお きたいと思 う。 これは,久 貝キ ヨさん
が1993年12月20日に語 った録音テープを翻字 した ものである(こ れを久貝テキスrと する〉。筆者は
語 り手の久貝さんか ら,す でに十回ほ ど話を聞いてお り,そ の中にはユーヌヌス神話を語 ることもあ
った。だか ら,こ の神話を聞 くのはは じめてではない。 それにもかかわらず,な ぜ このテキス トを採
用 したか というと,こ こには神話の筋立てだけではな く,神の畑 を実際に耕作 しているという,神 と
人 々の生活の関係が もっとも明確に語 られているか らである。 この語 り手の位置は本永採集 テキス ト
には見 られず,両 者の大きな相違点 になっている。
筆者は前に述べたように,す でにこの神話の筋立てを聞いている。だから,最 初 に語 り手に 「前に
も聞いたこ とがあるけれ ども,志 立元の神はユーヌヌスですね。そのは じまりは どんな話ですか」 と
切 り出 したのである。つま り,語 り手 と聞 き手 との間には,そ の話の筋立ては知 っているという前提
があ り,語り手の久貝さんは筋立て以外の要素,す なわち自分の家の畑がまさに神の畑であるとい
う,家 の側からの語 りを意識 したのであ る。個別的な話を聞 き手は知 るはずがない。 しか し,'個人の
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家に とっては,神 と象 との かかわりを語 る神話 こそ重要なのである。
こう した神話の細部は,狩 俣に行 きは じめたころに久貝さんに聞いたユーヌヌス神話にはたぶんな
かった。本永採集テキス トの ような筋立て中心の話だ った と思う。それが狩俣に通 って何回か話 を聞
くうちに,語 り'手は神話の細部 を語 りは じめた。神が作 った始源の畑をいま耕作 しているということ
を。それは神によって生かされているとい うことであ り,自 らの生の根拠であった。語 り手の久貝さ
んは,現 在の事象を神話か ら明快に説明す る語 りの技術をもっている。神話の細部,あ るいは神話の
現在を説明する語 りが,こ の久 貝テキス トを生成 させ る大 きな力にな っているのである。
3志 立 元の 夕一 ビ とユ ーヌヌ ス神 話
いま述べたように,志 立元の創始を伝える叙事伝承は,神 歌のタービといまも語 られてい る神話 と
してある。 ここで取 り上げ るのは次の5つ のテキス トである。
A舟 ンダギ司の タービ(志 立元,r南島歌謡大成』)
B同(仲 嶺元,『南島歌謡大成』)
C同(本 永採録,『平良市史』)
D志立元の村立て神話(本 永採集テキス ト,『日本の神h13・南西諸島』)
E同(久 貝テキス ト)
この5つ のテキス トは,ABが 共通 している他はそれぞれ多 くの相違点 をもってい る。Cは 前半部
はABと 重なるが,ABに はない長 い後半部 が付いている。すでに触れた ように,同 じ村立て神話で
もDとEで は筋立てに大 きな違 いを含む。そのような叙事伝 承の差異 とは何 を意味するのか という
ことを考えてみる必要がある。そこで,テ キス トの表現 と構造を分析 してみよう。
まず,志 立元の叙事伝承の筋立てをい くつかの要素に分け,テ キス ト間での有無 を一覧 に して示
す。
志立元の村立て伝承の構成要素 A B C D E
①四元の神の霊力を讃える。 ○ ○ ○
『長
X
②久米島に仲のよい兄と妹がいた。 X X X ○ X
③フナソダキツカサはこの世にたいへん美 しく生まれた。 O ○ 0 × X
④妹は兄に抱かれて子を身ごもった。 X X ○ ○ ○
⑤父親が怒って兄妹を勘当し、島から追放 した。 ○ ○ ○ ○ 0
⑥船幽をする時、五穀の種 を与え、子守 り姉をつけた。 o ○ 0 0 0
⑦神々と出逢いながら、風のままに海を漂流 した。 ○ ○ ○ × ×
⑧最:初に大神島にたどり着いたが、飲み水がよくなかった。 0 ○ 0 × 0
⑨ また神々と出逢いながら舟を走 らせ、 よい土地を探 した。 ○ 0 0 X ×
⑩狩俣の南の浜に上がって最初に探 したアマガーは、水 は甘かったが、少なか
った。
X x X × ○
⑪水に濡れたカラスを見て、東門の近 くにズーガーを見つけた。
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⑫井戸の近 くの仲嶺に家を建て、畑を作ってしばらく生活した。 O ○ ○ O ○
⑬土地が狭くて他に移る時、仲嶺元に子守り姉をミズヌヌス神として残 し
た。
○ ○ ○ O ○
⑭夫婦神は志立に移り、遠見の下の屋敷で生活したが、狭いので石に座っ
て相談した。
X X × × 0
⑮夫婦神は東の家をつくって志立元とし、そこの畑で作物をつくって暮ら
したのが狩俣のはじまり。
O O ○ O 0
⑯志立元の北の家 を女性の拝所、南を男性の拝所 とし、ユーヌヌス神を祀
った。
X × × 0 ○
⑰妹はユーヌヌスミガと呼ばれたが、ひとり近親相姦の不義をとがめられ、
志立元に祀られることなく追放された。
X X X ○ ×
⑱ユーヌヌス神がはじめた畑は、神様に許しを得ていま自分の家で耕作し
ている。
X X × X ○
⑲神祭りの行事のたびに神様の畑で願い事をし、その時には作物を供える。 × X X X 0
このように5つ のテキス トを比較 してみる と,い くつかの問題点が明 らかになって くる。 神歌は
固定的な表現だから,ABCが ほ とん ど同 じなのは当然であるが,例 えば①は タービ独 自の表現であ
ることがわかる。それは話の筋立てにはほ とん ど関係のない,定 型的な冒頭部であ る。 しか もそれは
かな り長大である。 ここにタービはなぜこの ような表現を もつのか という神歌の構造の問題がある。
また逆にDEの 側か ら見る と,ABCにない筋立てを補 うように,村 立てを した祖神の事蹟の細部
にその語 りは及んでい く。 しかも同 じ志立元の創始神話でも,DとEの 間には内容に相違する とこ
ろがある。特 にEの場合はその語 りが現在の祭祀や生産生活 との関係に向かっている。その場合Dや
Eは タービに対 して どの ような位置にあるのか という問題があろう。つま り,村 落において神話はな
ぜ発生するのかというこ とを,Dの 久貝テキス トか ら考 えてみたいと思 う。
4志 立 元 の ター ビの構 造
このABCの テキス トは,採 録者 によって舟ンダギ司のタービ と表示されている。 これが伝 承者の
間で通用 している名称か どうかは確かめていないが,少 な くとも狩俣で聞いた限 りでは,舟 ンダギ司
のタービとい っても通 じない。 もちろん③にあるように,舟 ンダギ司がタービの中に妹の神名 として
出て くることはは っき りしている。この神名は他にもう一ケ所,河 良原のフサにも見え,舟 で聖地に
清水を配 り廻 る場面 に出て くる。Cに 「フニヌマームズ(舟 の守 り神は)」とあるように,舟 を守 る
女神である。舟ソダギ司 とい う神名の登場はこのター ビで兄妹が舟旅 をすることと関係 しているのか
もしれない。だが,こ の神名はDEに はまった く見 られないので,ど の ような重要性をもつのか不明
である。いずれに しても,ABCの テキス トは志立元の タービ,あ るいは仲嶺元のタービと呼んだ方
がわか りやすい。
志立元のター ビは,よ まれる日が決まっている。 旧暦3月 の麦プー(麦 穂祭 り)や 同 じく6月 の
夏プー(夏 穂祭 り),そして8月 の世乞 いな どの時である。 これ らの行事は麦 や粟の収穫 を祝い,ま
た作物の豊穣 を祈願する祭 りで,氏 子 によってそれぞ;れ四元で行われる。志立元では祭 りの初 日の早
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朝,祖 神ユーヌヌスをつとめる神女がタービをよむ という。 これが志立元のタービであ り,仲 嶺元で
はミズヌヌスの神女に よってタービがよまれる。 この ター ビの後,ビ ャーシが3日 間 うたわれ,最
後に旅栄えのあや ぐで豊年祭は終わ る。 タービで村立てを したユーヌヌス神を讃えた後,3日 間50以
上 もあるピャーシをうた う。それは氏子たちが一人r人 御神酒を注 ぎなが ら,神 の名 をあげてほめる
合唱のうたである。旅栄えのあや ぐも宮古の神々をほめ讃えるうたで,非常に神聖なうたと意識され
ている。いずれ も神の名をあげて讃 える神ナーギ(神 名揚げ)と 呼ばれる ものであるが,特 にター ビ
の場合,「よむ」 という特殊な言い方で表す ところに強い神歌意識が示 されている。時 と場が明確 に
定まっているのが神歌であ る。 しかも志立元の ター ビはユーヌヌス神が一人で自らの来歴をよむので
ある。 これが神歌の表現なのであった。それをもう少 し具体的に見てみよう。
いま① に示 した ように,志 立元の ター ビは四元の神 を讃 えることか らは じまる。ただ,Aで は後
半 が省略 されているので,こ こにはBか ら引用 する。 なおCは,① の部分ではBと ほぼ同 じであ
る 。
1ていんだ オぬ み ゅ一ふぎ 天道のお蔭で
や一きゃ一 く以下略〉 〈嘘子〉
や ぐみ よ一いぬ み ゅ一ふぎ 恐れ多い神の お蔭で
や一きゃ一 〈以下略〉 〈嘘子〉
2にだでいぬ みよぶぎ 根立て主のお蔭で
や ぐみ うふかんみ よ 恐 れ多い:大神 よ
3ゆ一む とうぬ かん 四元の神は
ゆ一にびぬ かん 四域部の神は
(中略)
20ば一 にふチ オこい わが根 口のお声で
かんむだま まこい 神の真玉の真声で
21た一びふチ オ こい タービロのお声で
びゅ一 ぎふチ まこい 神座 職の裏声で
22うとうむん とうゆま(神 の)お 供 も鳴響 もう
うチ きゆん み や一が ら(神 の)お 付 きも名を揚げよう
この ようなは じまりは ター ビの特徴 と言 えるもので,四 元の神名をあげ,ほ め讃 える表現である。
これは神を祭 りの庭 に降 り立たせる意味を もっている と思われる。1で 「神のお蔭で」と讃 えながら,
20では 「わが根 回のお声で」 と一人称の神の言葉に転換す る。 つま り,ユ ーヌヌス を祀 る神女がユ
ーヌヌス神 として村 立てを 自叙 する とい う形式である
。
それは例えば,冒 頭の神ナーギの後に,
23いち ゆらけんな 一番新 し くは
い つちゆ.ぱ ジみんな 一番初めは
24ふにんだぎチかさ 舟んだ き司 〈神女名〉は
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ふにぬ ま一むイ 舟のマームイ 〈神女名〉は
25ならんま り さま じが一 自分 で(美 しく)生 まれなされているか ら
ちゆらんまり さま じが一 美 しい生まれをなされているか ら
と,兄 妹婚の叙事 に移ってい くが,兄 妹の漂着か ら井戸を探 し求める場面 になると,
112ばん まど一 ぎ み りば わた しが薙 ぎ払 ってみ ると
かん まど一 ぎ み りば 神が薙 ぎ払 ってみ ると
とあ り,神 女はユーヌヌス神の位置に立 っていることかわかる。 そ して最後 に,
157あた らしゅ一イ わんな あた らしてい るわた しは
みチ きしゅ一イ わんな 見付けを しているわた しは
と,神 女は村立てをしたユーヌヌス神 としてターピを よみ,祭 りを主宰 しているこ とにな る。
さらにCで は,
311アー キャンヌ タヤ ヤ リパ ああ 昔から伝わ った通 りで あるので
312ア一 二ダティ ママ ヤ リパ ああ 村立ての頃か ら伝わったままで
で
とい う結び句で,志 立元の村立 ての叙事が終了する。 この結び句は尊 いユーヌヌス神の事蹟 を誤 りな
あるの
く伝承するということであって,いまの祭りの時点において神を祀る神女の立場から発せられた言葉
であ る。つま り,こ れは冒頭部 の神 ナーギには じまって,神 の位置か ら自叙 し,また神への崇べ言
(この言い方はr南 島歌謡大成 ・宮古篇』による)で 結ぶ とい う,神 歌の構造を明瞭に伝 えるもので
ある。狩俣の他の タービを見 ると,神 歌は このよ うな構造によって成 り立 っていることがわかる。
1
例 えば,狩 俣の中心的な大城元 において,冬 の祖神 祭で よまれる 「ヤーキ ャ一声」 もそ うである。
この神歌は,フ ンムイ とい う聖 なる山に籠 もっていた祖神たちが大城元の前のアー ラとい う神聖な庭
に降 りて きてよむうたであるが,こ;れは何度聞いても厳粛な神の声に身がす くむ。アー ラはたぶん神
が顕れる場所,すなわち神の領域を示す語と思われる。この語は古代のアラについて明らかにした古
橋信孝氏の論 とも深 く係わるであろう(r古代和歌の発生』)。神女はアーラで身を震わせて神が懸依
した ことを表 しなが ら,神 歌を よむのである。
1ていんだ オぬ み ゅ一ふぎ 天道のお蔭で
や一 きゃ一 〈以下略〉 〈難子〉
や ぐみ よ一いぬ み ゅ一ふ ぎ 恐 れ多い神のお陰 で
や一 きゃ一 〈以下略〉 〈難子〉
(中略) 一
4にだでいぬシ わんな 根立て主のわたしは
やぐみ うふかんま 恐れ多い大神は
5ゆ一む と うぬ かんみ よ一 四元の神よ
ゆ一にびぬ かんみ よ一 四威部 の神 よ
(中略)
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31ば一 にふチ オ こい よ わが根 口りお声で
かんむだま まこいよ 神の真玉の真声で
32ゆみみ やが り と うたん 謡い名揚げを とった
いじみやがり ゆたん 謡い出して名揚げを申 し上げた
33んきゃぬたや と うたん 昔の 力 〈霊 力〉を とった
にだりまま ゆたん 根立てたまま申し上げた
これ も1の 神ナーギから,4の 神の 自叙,そ して33の神を崇べる結び句 というように,志 立元の タ
ービ とまった く同 じ構造である。 この ような構造が神歌の根拠 にな っているのである。それは同時に
神女が神の位置 に立つ,つ ま り神を愚依させ るうた(言 語表現)で もあ ったか ら,狩 俣では 日常生活
において神歌 を決 して 口にしない。 カンダカク(神 高 く)な る ・々らだ とい う。神の叙事を うた うとい
う背景には,こ の ような言語表現の仕組みがあったのである。
この言語表現のあ.り方は,古 代文学 にも通 じる問題 と して交差 させるこ とがで きよう。例えば,古
事記のヤチホコの うたは,単 純化すれば,,
八千矛の神の命は……押そぶ らひ我が立たせれば……事の語 りごともこをば
とい う3つ の文脈か ら成 って おり,こ れは神歌 に見た神ナーギ ・神 の 自叙 ・神への崇べ言 とい う構
造 として理解で きる。
これ と同 じ形式を もつ天語歌は どうであろうか。
纏向の日代の宮は朝日の日照る宮……垂衣の三重の子が捧がせる瑞玉藍に(中略)足 しもあやに
畏 し……事の語 りごともこをば
単純化 して示す と,こ の3つ の文脈 になる。最初の宮ぼめは言わば神ナーギの部分で,「高光 る日
の御子」を讃える表現である。次は 自叙の表現は見 られないが,「日の御子」 の叙事の部分。「三重 の
子」は神女の位置 に立 つので 「捧 がせる」 とい う特殊な表現になる。 この うたは 「三重の子」が うた
ったこ とになってい るが,神 を祀 る神女の うた とみ ることがで きる。結び句は天皇 への崇べ言 であ
る。 これも神歌のあ り方 と重なっている。
もう一つだけ古事記から雄略天皇の猪狩 りのうたをあげておく。
やすみしし我が大君の…我が逃げ登 りし
この うた も最初の神ナーギの部分か ら神の 自叙 へ,と い う神歌の構造 と して説 明できよう。つ ま
り,大君(天皇)を讃美し,大霜の事蹟を自叙形式でほめ讃えるうたなのである。それを臆病な天皇
の姿とするのは,おそらく古代的ではない。そこには古代のうたの構造を見なければならないであろ
う 。
ここで再びタービの構成要素について,二 三の問題点を付け加 えてお きたい。一つは④の ところで,
ABは,
11びきイしゃ一が ういや 男たちの上 を
たぬ しゃ一が ういや 種 〈男〉たちの上 を
とし,兄 妹婚 と解 していない点である。 ところが,Cで は,
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55アー ビキスシャーガ ウイや ああ 兄が
56アー トゥヌガシャーガ ウイや ああ 殿の上が
と,兄 と妹の共寝の場面をここに読み取 ってい る。DEと 一致す るわけである。宮古方言では兄をビ
キ ということから見て も,こ こは 「男」よりも 「兄」の方がよい。 また,村 立ての始祖伝承 という話
型 か らも,こ れは兄妹婚 でなければならない。志立元の兄妹始祖神話についてはすでに述べたことが
あ るので(居 駒永幸 「神 々の恋 」『古代文学講座』第3巻),こ こで はABの テキス トの問題点だけ
を指摘 してお く。
次に,DEに な くてABCの 方 にだけ見 られ る表現である。それは神hと 出逢 いなが ら住む土地を
探 し求める部分の⑦と⑨の要素である。この部分の表現は神名をあげて,
かん み きゃイ さまい 神に行き逢いなされて
ぬシ み きゃイ さまい 主に行き逢いなされて
や ら び らし んめい(船 を)穏 やか に走 らして参 られ
なぐ びらし んめい 和やかに走らして参られ
という二つの対句 を何度 も繰 り返 してい くものである。筋立てから見ればほ とん ど関係のない表現 を
なぜ必要 とす るのか とい う疑問 をもつが,実 はこうした繰 り返 しピそ神歌の表現 と見 るべきであろ
う。「八重干瀬の尖丸」「フデ岩のマ カナシ」「瀬戸崎のカミャラジ」 とい うように,地 名はまた神名
で もあった。行 く先々の土地神 を讃 える表現であって,古 橋信孝氏が古代の表現 として立てた巡行叙
事 と見 ることがで きる(『古代和歌の発生』)。表現 としては,こ れ も神ナーギ とい うことになる。
この ような繰 り返 しは,⑪ か ら⑬の井戸求めにも出て くる。
うシなうし んみ やい 押 しに押 し参 られて
ぬイなぬ り んみ やい 乗 ワに乗うて参 られて
という句がそ うであるが,こ れは神が村立ての土地 を:求める表現であろう。井戸を発見するのは神の
行為なのであった。井戸求めの繰 り返 し表現は,志 立元のター ビにおいては重要な村立ての叙事であ
って,こ れは言 うまで もな く,志 立元の共同体の創始 にかかわる伝承である。
ところが,こ れ と同 じような井戸求めの叙事が 「祓 い声」 とい うタービにも見 られる。 このタービ
は大城元で祖神祭 りの時によまれ るものであって,狩 俣のソマヌカソ(母 の神)が イソガカーの とこ
うに村立てをする内容である。そうすると,志立元と大城元はそれぞれ独自の井戸求めの村立て伝承
を もっていることなる。それは,狩 俣が一元的な村落共同体なのではな く,四 元で代表 され るような
それぞれの共同体が相互に独自の世界をもつ ということである。村落共同体は一元的のようであ りな
が ら,そ の内部に自立的複合的な部分をもっているのである。元 ごとにあ るタービは,そ うした共 同
体内部の自立的な表現でもある。
5ユ ーヌヌス神話の構造
次にDとEの 神話の側か らタービと比較 し,そ の叙事の構造 を見てみよう。 まず,DEに ①の神
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ナーギがないのは,タ ー ビのように志立元の神祭 りの秘儀 としてあるのではな く,祖 神の村立て と共
同体の現在との関係を説明するものだからである。古橋信孝氏はかつて,共同体に閉じられた神歌の
説明 として神話があ るこ とを指摘 したが,こ のこ とは重要であ った(r古代歌謡論』)。志立元の ター
ビと神話にもそのまま言えるか らである。
久貝テキス トが 「この話はタービでおばあたちがよむけ ど」では じまるのは,そ れを端的 に示 して
いて意味 が深 い。 つまり,タ ー ビは神女に よる神のこ とばであるのに対 し,久 貝テキス トの神話はタ
ー ビをいまの ことばで語 りなお した ものだ とい うことになる。 しか し,こ のことは必 ず しも神話 がタ
ービに従属するということを意味 しない。神話は語 りの表現とその叙事構造において自立的なのであ
る 。
例えば,② のDで は兄妹が久米島か ら漂着 することになっている。 タービにない広承であ る。狩
俣 と久米島 との問に交流があ ったこ とを示 す ものだが,こ れ と類似する話は池間島のマジャム トゥ
(真樹元)で も聞いた ことがある。すなわち,真 樹3兄 弟が久米島から流れ着いて,池 間島の中心 の
真樹元を創始したというのである。②の久米島の要素は狩俣の外にもある漂着型始祖神話の影響を受
け ていることが考え られる。 この部分はEに ないが,後 で聞いた ところ,久 米島にいた兄妹だ とい
うことは語 り手の久貝さん も知 っていた。 そうす ると,タ ービにない②は,神 話の レベルで共同体の
外側の伝承 と交流 しつつ加えられてい く,神話 にとっては必要な部分 であった。神話は共同体 とその
外側 との関係を説 明するもので もあるか らである。
また⑩⑪には久貝テキス トの独自の語りが含まれている。井戸求めは村立ての叙事の重要な構造に
な っていたが,こ こにはアマガー とズーガーの地名起源が加わっている。水が甘いからアマガー,水
量が多いからズーガー とし,飲 み水 と使い水 とに区別 したという。生活の側か ら神話の細部が豊かに
語 られていることに注 目すべきであろう。 その語 りロは⑭⑮ にも見 られる。ユーヌヌス神の腰掛け石
はいまも久貝さんの元の屋敷に残っており,その石をめぐる神話は佐渡山安公氏によって採集されて
いる(rぴるます話』)。この部分の語 りの表現はユーヌヌス神の村立てが現在 も軒下 に置いてある大
石か ら語 られるのである。つま り,神 話の現在がここにある というこ とである。
タービは神の事蹟 を自叙 する ものであるか ら,常 に神の世の時間 しかない。神の世 と現在は決 して
往還 しないのである。それに対 して神話の言葉は現在に向かうと言 って よかろう。⑯⑰な どもそ うで
あって,志 立元がユーヌヌス神 の拝所であ ることを説明 しているが,タ ー ビには妹の ことは出て こな
い。出てはこないが,お そ らくタービをよむ神女には兄妹の ことが神婚の幻想 としてある。後で久貝
さんにその点 を確かめてみた ところ,兄 妹の夫婦神を一緒 に,香 炉 を一つつ くって祀 っているのだと
いう。たぶんこれが兄妹に対 してもっている神女の幻想である。志立元の共同体は,そ の村立 てのは
じまりに兄妹とい勃 禁忌 として絶対化された聖なる男女を始祖とする共通の観念をもった。その表
現 としてターζはあ ったが,妹 神を祀ることはタービにない部分なので,神 話の レベルではい くつか
の説 明が可能になる。 そのい くつかの説 明のひ とつ として,Dの デキ ス トの⑰があ ると言 える。 タ
ービは祭祀の中1こ閉 じられてい るから,こ のタービにない部分を神話は語るのである。その時,神 話
では話型に寄 りかかって合理的な解釈 が求められる。従って,⑰ の妹の追放 という要素は,タ ブーの
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侵犯 を罪 とする外側か らの説明にほかならない(居 駒 「hの 恋」)。その点でEは ター ビによ り近
い語 りになっていると言って よかろう。
最後に,久 貝テキス トの神話構造 を見るために,⑱ ⑲を取 り上げてみたい。久貝テキス トではユー
ヌヌス神は五穀の起源とともに鍛冶をはじめた神として語 られる。神がはじめた畑か らは実際に鉄淳
が出て くる という。鍛冶は鉄製農具の製作を意味する。すなわち,ユ ーヌヌス神は種 と鉄によって象
徴される文化神 であった。ユーヌヌス神が穀物の種を もって きて最初 につ くった畑を,神 の許 しを得
ていま自分の家 で耕作 し収穫するというのであ る。 これは神の畑 を通 して,村 立ての神 と共同体 と家
との関係を語る ものである。 この部分は語 り手 自身の畑作 りから語 り出された家の神話 というべきも
のである。
神 話は共 同体の起源 を説明することで完結する。Dは 確かにその ようにな ってい るが,共 同体 と
は家 々の集合によって成 り立 っているから,共 同体 と家 との関 係は家の神話に根拠がある。例えば,
祖神祭の3回 目に 「マ トゥガヤー」 とい う祭 りが行われる。その祭 りには神話 があ って,マ トウガ
ヤー と呼ばれる金持ちの西の家が隣の子宝に恵まれた東の家 と宝 くらべを した ところ,西 の家の財産
が大雨で流され,マ トが主 一代で絶 えたので,そ のマ トゥガヤーの根立て うたを祖神がうた うように
なった と伝えられている。 これは家 の神話 と言 って よい。 しか も,狩 俣の共同体の中心にある祖神祭
が個人の家のために行われるのである。祖神祭の重要な神歌であるフサ も,家 の レベ ルにあるものが
多い と思われる。共同体は,そ の氏子であ る家 々との関係を語ることで維持されてい くと考えられた
はずである。マ トゥガヤー神話はそのような家の神話であった。志立元の場合 も,そ の村立て神話の
周辺に家の神話が発生 してい く。それが久 貝テキス トの⑱⑲の構造であった と考えられるのである。
(いこま ながゆ き)
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